
経
産
省
ま
え
テ
ン
ト
ひ
ろ

ば
の
声
明
を
掲
載
し
ま
す
。

東
京
地
裁
に
よ
る

テ
ン
ト
裁
判
「
結
審
」

強
行
を
弾
劾
す
る

十
二
月
三
日
、
東
京
地
裁

大
法
廷
に
て
、
テ
ン
ト
裁
判

第
九
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ

た
。
今
回
の
口
頭
弁
論
で
は
、

前
回
法
廷
で
、
当
事
者
参
加

を
申
し
立
て
た
四
三
名
の
う

ち
、
福
島
の
女
性
た
ち
を
は

じ
め
と
す
る
六
名
が
法
廷
内

に
入
り
、
福
島
県
双
葉
町
で

三
・
十
一
事
故
に
遭
遇
し
、

現
在
も
都
内
に
避
難
し
て
い

る
亀
屋
幸
子
さ
ん
の
感
動
的

な
陳
述
が
十
五
分
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
。
法
廷
を
う
め

る
多
く
の
人
々
が
涙
な
が
ら

に
聞
き
入
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
に
、

村
上
正
敏
裁
判
長
（
民
事
三

七
部
）
は
、
「
合
議
の
た
め
、

五
分
間
休
憩
し
ま
す
」
と
い

い
、
三
名
の
裁
判
官
は
合
議

室
に
消
え
た
。
そ
し
て
こ
の

「
休
廷
」
の
の
ち
、
裁
判
長

は
、
弁
護
士
の
証
拠
・
証
人

調
べ
請
求
を
却
下
、
続
い
て

間
髪
を
入
れ
ず
「
今
回
の
法

廷
で
弁
論
は
終
わ
り
ま
す
」

と
つ
ぶ
や
き
、
閉
廷
を
宣
言

す
る
こ
と
も
な
く
そ
そ
く
さ

と
姿
を
消
し
た
。
一
瞬
の
出

来
事
だ
っ
た
。
請
求
却
下
直

後
に
弁
護
士
が
「
忌
避
」
を

申
し
立
て
た
が
無
視
し
た
。

傍
聴
席
の
多
く
が
何
が
起
き

た
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
が
昨
年
三
月
以
来

続
い
て
き
た
テ
ン
ト
裁
判
の

「
結
審
」
だ
っ
た
。

弁
護
士
ら
は
、
直
ち
に
裁

判
部
に
抗
議
し
た
が
、
村
上

裁
判
長
は
姿
を
見
せ
ず
、
一

切
の
要
請
・
確
認
に
も
応
じ

な
か
っ
た
。
裁
判
長
の
「
審
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( １２ )

村
上
裁
判
長
の

無
謀
な
訴
訟
指
揮
を
弾
劾
す
る

「霞
が
関
の
へ
そ
」と
呼
ば
れ
る
。

原
発
推
進
の
経
産
省
の
前
に
鎮
座
。

全
国
の
脱
原
発
運
動
の
交
流
拠
点

に
も
な
り
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
も
取
材
に

訪
れ
る
。



議
終
了
」
発
言
の
前
に
、
わ

れ
わ
れ
は
「
忌
避
」
を
申
し

立
て
た
。
裁
判
は
止
ま
っ
て

い
る
は
ず
だ
、
と
い
う
抗
議

に
も
一
切
回
答
し
な
か
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
通
り
に
法
廷
は
進

行
し
た
。

先
日
の
進
行
協
議
で
裁
判

所
は
、
次
回
第
十
口
頭
弁
論

の
期
日
を
来
年
二
月
二
六
日

と
指
定
し
た
。
ま
た
今
回
法

廷
で
は
前
記
・
亀
屋
さ
ん
の

陳
述
を
認
め
る
な
ど
、
被
告

と
そ
の
代
理
人
側
の
意
向
に

応
え
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ

を
と
り
な
が
ら
、
だ
ま
し
討

ち
的
に
「
結
審
」
を
強
行
し

た
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
怒
り
を
も
っ

て
村
上
裁
判
長
の
無
謀
な
訴

訟
指
揮
を
弾
劾
す
る
。
こ
れ

は
、
国
・
経
産
省
の
意
に
沿
っ

た
、
鹿
児
島
・
川
内
原
発
再

稼
働
情
勢
の
切
迫
と
一
体
と

な
っ
た
暴
挙
で
あ
る
。
福
島

原
発
事
故
は
終
わ
っ
た
ど
こ

ろ
か
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

廃
炉
へ
の
道
の
り
は
少
な
く

と
も
数
十
年
と
い
わ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
発

の
再
稼
働
・
輸
出
な
ど
に
ひ

た
走
る
安
倍
政
権
の
血
迷
っ

た
暴
走
は
、
ま
さ
し
く
亡
国

の
道
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

許
す
こ
と
も
、
諦
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
引
き
続
き
、

脱
原
発
の
砦
・
テ
ン
ト
を
守

り
抜
き
、
原
発
を
な
く
し
、

再
稼
働
を
阻
止
す
る
た
め
に

全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
あ
る
。
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( １３ )

テント追出し訴訟とは～

2013年3月29日付で、国は、経産省前

テントひろばの明け渡しと一千万円の

損害金なるものを請求して、東京地裁

に訴えをおこしてきた。福島から東京

に避難してきたある女性は、テントを

「第二のふるさと」と言う。テントは、

原発事故によって離散させられている

福島の人々の思いが集まる場であり、

脱原発を実現しようとする人々の出会

いの場ともなってきた。その多くの力

に支えられたからこそ、１年半を超え

てテントは立ち続けてきた。なのに被

告は２名。多くの人が当事者として、

応援団として名乗りをあげ裁判闘争は

闘われてきた。

弁護団は146名。南労会闘争の弁護人

を引き受けてこられた佐藤昭夫先生ら

も参加。熱血漢の大口弁護士は事務所

が近く右翼の襲撃などあると駆けつけ

身体をはってテントを守ってこられた。

「経産省前テントひろば応援団」へ

の賛同、参加呼びかけ人は落合恵子

（作家）、加藤登紀子（シンガーソン

グライター）、鎌田 慧（ルポルター

ジュ作家）、神田香織（講談師）、澤

地久枝（作家）、瀬戸内寂聴（作家）、

中嶌哲演（僧侶）、広瀬 隆（作家）、

三上元 (静岡県湖西市長)、ミサオ・レッ

ドウルフ（イラストレーター）。

～ご注目とご支援をよろしく～


